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食農科学
科

進路実現
キャリア教育を推進し、実践的な職業感や勤労意欲を醸成するために、生徒は進路ガイダンスや進路講
話を通して進路研究に取り組む。また、11月上旬に関連企業において、インターンシップを実施する。
評価については、関連産業への就職及び上級学校への進学をもとに評価を行う。
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食農科学
科

グローカル教育
生徒は朝倉・うきは地区の基幹産業である農業及び関連産業の魅力を理解し、地域に貢献できるグロー
カルな視点をもつことを目指す。地域イベントでの販売・PRや研究活動、ボランティア活動等に取り組
む。評価については、学校HPの更新及び各種活動状況をもとに評価する。
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食農科学
科

GAP

生徒が朝倉市の農業や関連産業について学ぶため、地域との連携や人材を活用し、地域の実態を理解す
る。また、ＧＡＰ教育をとおして、食品衛生や環境保全、農業経営を学習することで、正しい生産技術
や管理方法を身につけるとともに、経営改善を図る能力を身につける。評価については、GAPの認証取
得や更新を行うことで評価する。
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食農科学
科

食農教育
生徒が近隣の小学生を対象に野菜作りを教えることで、農業の大変さや食品の大切さに関する食農教育
を推進する。評価については、小学校からの聞き取りや授業アンケートをもとに評価する。
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９

食農科学
科

循環型農業

生徒が環境に配慮した循環型農業の目的や取り組みを推進するために、総合実習や栽培管理を伴う科目
の学習をとおして安全・安心な農産物を生産するための学習に取り組む。その学習をとおして、循環が
農業を推進するために家畜の排泄物である堆肥を施用する。評価については、化学肥料や農薬の使用料
や使用回数をもとに評価する。
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食農科学
科

地域交流
生徒がつるフェス・あさくら祭り等の各種イベントに参加し、地元の方や地元企業との連携や交流を通
して地域の発展に貢献する。評価については、参加者からの聞き取りやアンケートをもとに評価する。
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地域資源活用
生徒が間伐材を利用した消毒用スタンドや収納箱などを製作するとともに、「地域資源活用」や「素材
活用」において地域資源を有効活用した商品開発の研究に取り組む。評価については、製作時の取り組
み内容や完成品の発表をもとに評価する。
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食農科学
科

ＩＣＴを用いた学習
生徒がタブレット端末を活用し、「農業と環境」や「課題研究」「総合実習」において、農作物の生育
調査や観察の記録を蓄積し、記録をグループや全体で共有・分析することで、栽培方法の改善等の研究
成果をまとめ発表会を行う。評価については、発表内容やスライドの完成度をもとに評価する。
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４
９

食農科学
科

多面的機能
生徒が地域の防災と多面的機能について目的や大切さを理解するため、「地域資源活用」や「素材活
用」において、森林保全を行う一つの方法として間伐材を活用した木工品を製作する。評価について
は、製作時の取り組み内容や完成品の発表をもとに評価する。
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農業高校
グローカル

アグリハイスクー
ル宣言

1

　　　　　「第４次アクションプラン 全国の農業高校の新戦略グローカル・アグリハイスクール宣言PartⅡ」

　　　　　令和 ５・６・７・８ 年度 福岡県立農業高校スクールアクションプラン「朝倉光陽高等学校 版」

令和４年度 福岡県農業･水産高等学校長会 第１研究委員会作成

第４次アクションプラン 全国の農業高校の新戦略
グローカル・アグリハイスクール宣言PartⅡ 自校のスクールアクションプラン

農業高校の
ミッション

（目指す学校像）

行動計画
（目指す学校像の具現化に向

けて）

キーワード
（該当ワードを○で囲む） 学科名 本年度重点取組 具体的方策(５Ｗ１Ｈ明記、数値目標奨励(年度末ABCDE評価の根拠)) 次年度の主な課題

SDGs
目標
NO.

評価
(ABC
DE)

生徒一人ひとりを一層輝か
せ成長させる教育

ｱｸﾞﾘﾏｲｽﾀｰ顕彰、
進路実現、高大連携、

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ学習、STEM教
育、

ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ教育

4
地域の農業関連産業や６次
産業化に寄与する教育

地域貢献、６次産業化、
食農教育、経営、HACCP

5
地域環境を守り、創造する
教育

環境創造、国土保全、
循環型農業、循環型社会

6
地域資源を活用し、地域振
興の拠点となる教育

地域資源活用、特産物、
地域交流、食農教育

※本プランは全国農業高等学校長協会「第４次アクションプラン」の規定により、各学校ホームページにて公表、年度末に福岡県教育委員会に報告します。また、福岡県農業教育研究大会誌にも毎年掲載(情報共有)します。

★作成・提出の流れ
　①各学科は「行動計画１～８」のうち必ず１つ以上「本年度重点取組」「具体的方策」を記載する。②毎年度始めに「本年度重点取組」「具体的方策」を各学科全職員、次に農務部全職員で協議して作成し、４月３０日までに校長会第１研究委員会事務担当者に
提出及び各校のＨＰに掲載する。③毎年度末に「評価」「次年度の主な課題」を各学科全職員、次に農務部全職員で協議して作成し、２月１０日までに校長会第１研究委員会事務担当者に提出及び各校のＨＰに掲載する。④令和８年１０月から本取組についての検
証を行い総括する。

★「評価ＡＢＣＤＥ」の基準：Ａ９０～１００％の成果を得られた　Ｂ７０～８９％の成果を得られた　Ｃ４０～６９％の成果を得られた　Ｄ１０～３９％の成果を得られた　Ｅ０～９％の成果を得られた

7
Society5.0の時代に応じ
た教育

スマート農業、
ICTを用いた学習

8 地域防災を推進する教育 地域防災、多面的機能
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る
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2
世界と日本をつなぐグロー
カル教育

グローカル教育、
国際交流

3
地域農業の生産を支える教
育

生物生産、特産物、
GAP、経営


